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会社が東海労組織破壊のために「事件」をデッチ上げ、しか

し何の根拠も証拠もないデッチ上げであったがゆえに、上げた拳

の落としどころを失い、そして会社が行った「異常極まりない解

雇通告」。それは、異常であるがゆえに、常識ある社員はもとより、

社会からもおおいに非難が集中している。

恥ずかしげもなく、徹底的に会社擁護に走る、「会社の犬・東海

ユニオン幹部」は、ここぞとばかりに会社の援護射撃（組織情報5

34号海労家宅捜索④）を「撃った」が、そもそも、何でこの内容

が海労家宅捜索シリーズに並べられるのか？。それは東海労ニュ

ース982号による、私たちの指弾にあわてふためいた結果である。

あわれな養殖ユニオン幹部たち…。

デッチ上げで解雇された仲間を復帰させるために、デッチ上げ

た会社と闘うのは、労働組合として当たり前のことだ！

会社とグルになって、デッチ上げの確信犯を、「組合員を守る」

などと「心にもない言葉」で「かばって」、核心から目をそらせる

ユニオン幹部よ、いったい、会社からいくら「恩恵」を頂戴して

いるんだ！？きちんと確定申告しろよ！私たちの「恩恵」より養

殖ユニオン幹部の「恩恵」こそ問題だ！

あらためて言う！私たちは、デッチ上げによって仲間が解雇さ

れたことに対してあらゆる闘いを展開する！

養殖ユニオン幹部よ、それが当たり前の労働組合活動だ！悔し

かったらあなたたちもやってみたらどうか！

会社の犬･東海ユニオン幹部が

真 っ 青！
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